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研究成果の概要（和文）：「適切な環境認識のために，なぜ運動による外界事物の体制化がなされるのか」という機能
（究極要因）の検討をおこなうため，ともに視覚優位であるが生活様式などの点において違いのあるハトとヒトで比較
研究を実施した。運動による事物の認識に関する一連の研究からは，ハトとヒトで大きな種差を見出した。ヒトは他の
動物に比べて，刺激間の関係性に重きをおいた処理がされやすいことが示された。一方，観察者に対する，事物の接近
・離反の認識に関する一連の研究からは，種間で類似した結果を確認した。こうした知覚現象が，視覚優位な動物にと
って重要であり，共有された能力であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：I studied how animals including humans and avian species have developed perceptual
 ability to identify moving objects in their environments by comparing motion perception between pigeons a
nd humans. I have found a species difference in perception of multiple moving objects between pigeons and 
humans. Humans have a strong tendency to perceptually organize multiple objects, but pigeons do not. I als
o have found that both pigeons and humans can detect expanding stimuli more easily than contracting ones. 
Taking the fact that approaching and receding objects generate expanding and contracting images on the obs
erver's retina into account, both pigeons and humans may be sensitive to approaching objects.
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１．研究開始当初の背景 
 ヒトを含む動物にとって，適切な環境認識
は生存していくうえで重要な能力である。そ
うした環境認識には，外界に存在する事物の
色や形，音，匂いなど，さまざまな手がかり
が利用されていると考えられるが，そのなか
でも運動情報は最も重要な手がかりの一つ
であろう。なぜなら，捕食者，獲物，同種他
個体などといった環境内の重要な対象は，そ
れ自体が動きを伴うものであることが多い
ためである。多くの事物のなかからこのよう
な重要な標的を検出するためには，標的がも
つ運動情報に対して迅速かつ正確に注意を
向けることが必要である。仮に，運動情報を
一切使用することができない場面というも
のがあったとするならば，これら重要な標的
の検出は極めて困難となるに違いない。 
このような情報処理過程を解明するため
に，ヒトを対象とした数多くの研究では，複
数の妨害刺激のなかから１つの標的刺激を
探す視覚探索課題が用いられてきた。それに
より，様々な理論やモデルが構築されるに至
った（熊田，2003）。一方で，生態学的な観
点からの検討はほとんど行われてこなかっ
た。ハトのように，ヒトとは生態的に大きな
違いのある動物を用いた研究は，単にある異
なる運動パターン間の違いを弁別できるか
を調べるものであった（ i.e., Emmerton, 
1986; Bischof et al., 1999）。 
 
２．研究の目的 
 観察者にとって，外界事物の運動情報には，
「運動による事物の認識」と「観察者に対す
る，事物の接近・離反の認識」の２つの点に
おいて，生態学的意義があると考えられる。
本研究では，これらを明らかにすることで，
運動情報の知覚的体制化の生態学的意義を
検討した。 
 
３．研究の方法 
 ともに視覚優位であるが，生活環境など生
態的な側面において大きな違いがあるハト
とヒトを比較した。ヒトの先行研究ではよく
用いられている視覚探索課題を利用した実
験を行い，結果を検討した。 
 
４．研究成果 
（１）運動による事物の認識に関する一連の
研究からは，ハトとヒトで大きな種差を見出
した。斉一運動又は異なる方向に運動する妨
害刺激のなかから静止した標的を探す課題
において，ヒトでは，斉一運動する妨害刺激
が知覚的に体制化され，それらをまとめて回
避することで，標的の探索が容易となったが，
ハトではそうした現象は確認されなかった。
類似した実験場面において，チンパンジーで
も知覚的な体制化が生じないという報告が
あることを考えると，ヒトは他の動物との比
較において，複数の運動する物体を全体のま
とまりとして認識する傾向が強いことが明

らかとなった。静止図形（例えば，幾何学的
錯視図形）を用いた先行研究からも，鳥類と
ヒトとの間で，その認識に大きな種差がある
ことが報告されている。これらの研究成果を
ふまえると，ヒトは他の動物との比較におい
て，複数の物体間の関係性を重視する傾向が
強いということが明らかとなった。逆に，ハ
トなどの動物は，興味のある物体それ自体に
注意を向ける傾向が強いことも明らかとな
た。 
 
（２）観察者に対する，事物の接近・離反の
認識にかんする研究からは，ハトとヒトで類
似した結果が生じることを確認した。縮小す
る刺激のなかから拡大する刺激を探す，ある
いは拡大する刺激のなかから縮小する刺激
を探す視覚探索課題をおこなった結果，ハト
でもヒトでも，拡大する刺激を探すほうがそ
の逆を行うよりも容易であるという探索非
対称性が生じることを確認した。拡大運動・
縮小運動以外の手がかりをハトが用いて課
題を解いていた可能性についても検討した
が，その可能性は極めて低いことも分かった。 
網膜上に投影される像の拡大運動・縮小運
動は，外界の物体が観察者に接近・後退する
運動と対応する。自身に接近する物体は，観
察者にとってより重要である可能性が高い
（迅速にその存在を認識して，避ける，つか
まえるなどのアクションをとる必要がある）
ため，自身に接近する物体（網膜像上に投影
されたときに拡大運動する物体）に対する高
い感受性は，生態的に意味のある知覚現象で
あること，視覚優位な動物に共有された認知
能力であることなどが示唆された。 
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